
川崎市国民健康保険ＰＳＡ検査実施要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、国民健康保険法第８２条及び川崎市国民健康保険条例第

９条に規定する保健事業として実施するＰＳＡ検査（以下「検査」という。

）について必要な事項を定め、被保険者の疾病予防、健康増進及び生活の質

の向上を図ることを目的とする。 

（対象者） 

第２条 検査の対象者は、川崎市国民健康保険の男性の被保険者で、川崎市国

民健康保険特定健康診査等実施要綱第６条第１項に規定する特定健康診査受

診券（以下「受診券」という。）を交付された者であって、特定健康診査（

川崎市国民健康保険特定健康診査等実施要綱に規定する特定健康診査をいう

。以下同じ。）受診日現在資格を有し、かつ当該年度内において５０歳以上

の年齢に達する者のうち、特定健康診査と同時に検査の実施を希望する者と

する。 

 （実施期間） 

第３条 受診券の交付があった日から翌年３月までとする。 

（利用回数） 

第４条 同一人につき年度内１回とする。 

（実施機関） 

第５条 検査を実施する機関（以下「実施機関」という。）は、特定健康診査

の診査機関であって、本市と契約を締結した病院・診療所とする。 

（検査項目及び実施方法） 

第６条 検査項目及び実施方法は次のとおりとする。 

（１）検査項目は、問診及び前立腺特異抗原（ＰＳＡ）検査とする。 



（２）特定健康診査と同時に実施する。 

（３）検査の実施に際して、実施機関は検査の希望者に検査の説明を行う。 

（４）問診は検査申込書・記録票（別紙１）に基づいて行う。 

（５）検査は、特定健康診査で採取した血液を用いて血清中のＰＳＡを測定す

る。 

（結果区分） 

第７条 検査の結果区分は、検査値が４．０ｎｇ/ｍｌ以下である場合は「精

密検査不要」とし、４．０ｎｇ/ｍｌを超える場合は「要精密検査」とする。 

（検査の結果通知） 

第８条 検査を行った実施機関は、検査結果票（別紙２）を用いて結果を本人

に通知し、必要な情報提供を行う。 

（１）「精密検査不要」の者のうち、検査値が１．０ｎｇ/ｍｌ以下の者には

３年後、１．０ｎｇ/ｍｌを超える者には毎年の検査受診を案内する。 

（２）「要精密検査」の者には、泌尿器科医の受診を案内する。  

（費用の負担） 

第９条 検査の費用負担は、次の各号に定めるところによる。 

（１）受診者が負担する額（以下「一部負担額」という。）は４００円とし、

市長は検査に要する費用から一部負担額を控除した額を負担するものとす

る。 

（２）前号に定める一部負担額は、当該受診者から、検査を実施する際に実施

機関が徴収するものとする。 

（統計事業等への活用） 

第１０条 検査の結果について、市は被保険者の健康管理に役立てるため、統

計事業、保健事業等に活用することができる。 



 （補足） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、健康福祉局長が別に定

める。 

附 則 

この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正前の要綱の規定により調製した様式で現に残存するものについて

は、当面の間、必要な箇所を訂正した上、引き続きこれを使用することが

できる。 


